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外貨交換レート 

本調査で採用した外貨交換レートは下記の通りである。 

マスタープラン調査 
US Dollar (US$) 1.00 = Indonesia Rupiah (Rp.) 10,035 = Japanese Yen (Y) 119.63

（2005 年 12 月） 

フィージビリティ調査 
US Dollar (US$) 1.00 = Indonesia Rupiah (Rp.) 9,050 = Japanese Yen (Y) 118.92

（2006 年 12 月） 



 

序 文 

 

 

 日本国政府は、インドネシア国政府の要請に基づき、ウォノギリ

多目的ダム貯水池堆砂対策計画に係わる調査を実施することを決定

し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

 

 当機構は、平成 16 年 8 月から平成 19 年６月まで、日本工営株式

会社の大内実氏を団長とし、同社及び八千代エンジニヤリング株式

会社から構成される調査団を現地に派遣いたしました。 

 

 また、国土交通省国土技術政策総合研究所流域管理研究官の柏井

条介氏を委員長とする国内支援委員会を設置し、本調査に関し、専

門的かつ技術的な見地から検討・審議が行われました。 

 

 調査団は、インドネシア国政府関係者と協議を行うとともに、計

画対象地域における現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、

ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・

親善の一層の発展に役立つことを願うものです。 

 

 終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心よ

り感謝申し上げます。 

 

 

平成 19 年 7 月 

 

 

 

        

独立行政法人国際協力機構 

理事 松本 有幸 



平成 19 年 7 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

理事 松本 有幸 殿 

 

 

伝 達 状 

 

 

 

 今般、インドネシア国ウォノギリ多目的ダム貯水池堆砂対策計画調査を完了

致しましたので、ここに最終報告書を提出申し上げます。 
 
 貴機構との契約に基づき、日本工営株式会社及び八千代エンジニヤリング株

式会社の共同企業体が、本調査を平成 16 年 8 月から平成 19 年 7 月までの間に

実施してまいりました。 
 
本調査では、ウォノギリ多目的ダム貯水池のダム機能を長期的に維持管理で

きる堆砂対策マスタープランを策定すると共に、マスタープランで緊急対策と

して選定された優先実施事業に係わるフィージビリティ調査を実施致しました。

ここに提出する報告書は、これらの調査結果をとりまとめたものであります。

本報告書は、要約、主報告書、付属報告書（I-III）、データ集、写真集で構成さ

れています。 
 
 本報告書を提出するにあたり、全調査期間に亘り多大なご指導とご支援を賜

った貴機構、国内支援委員会の関係者各位に対し、心から感謝の意を表するも

のであります。また、公共事業省水資源総局、ソロ川流域開発事務所（カウン

ターパート機関）をはじめとするインドネシア国の関係諸機関や大学、貴機構

インドネシア事務所ならびに在インドネシア日本国大使館の関係者各位から調

査期間中に頂いたご協力とご助力に対して深い感謝の意を表します。 
 

 

 

 

 

 

大内 実 

インドネシア国ウォノギリ多目的

ダム貯水池堆砂対策計画調査団長 
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